
 

令 和 ５ 年 ９ 月 ７ 日 （ 木 ） 関 市 農 業 委 員 会 総 会  

場 所 ： 関 市 役 所  ６ 階 大 会 議 室  

 令 和 ５ 年 ９ 月 ７ 日 （ 木 曜 日 ） 午 前 ９ 時 ３ ０ 分  開 会  

 

農 業 委 員 会 総 会  

（ １ ） 議 案 第 １ 号  農 地 法 第 ３ 条 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に つ い て  

（ ２ ） 議 案 第 ２ 号  農 地 法 第 ４ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に 対 す る  

意 見 に つ い て  

（ ３ ） 議 案 第 ３ 号  農 地 法 第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に 対 す る  

意 見 に つ い て  

（ ４ ） 議 案 第 ４ 号  事 業 計 画 変 更 に 対 す る 意 見 に つ い て  

（ ５ ） 議 案 第 ５ 号  農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想（案）に係る 

意見について 

 

○ 出 席 委 員 （ １ ８ 名 ）   

１ 番  安 田  美 雄  君   ３ 番  丹 羽  英 治  君   ４ 番  吉 田  忠 男  君  

５ 番  和 田  ひ と み  君  ６ 番  鵜 飼  秀 樹  君   ７ 番  林  百 恵  君   

８ 番  後 藤  信 一  君   ９ 番  尾 口  文 良  君   １ ０ 番  松 永  佳 己 君   

１ １ 番  足 立  宜 穗  君  １ ２ 番  後 藤  一 夫  君  １ ３ 番  亀 山  良 平  君  

１ ４ 番  森  種 生  君   １ ５ 番  池 田  政 𠮷  君  １ ６ 番  長 尾  始  君  

１ ７ 番  山 田  達 史  君  １ ８ 番  日 置  香   君  １ ９ 番  田 下  喜 代  君       

 

〇 欠 席 委 員 （ １ 名 ）  

２ 番  河 村  清 孝  君  

 

○ 委 員 以 外 の 出 席 者  

農 業 委 員 会 事 務 局 長  山 岡  透  君      

農 業 委 員 会 事 務 局 課 長 補 佐  山 田  牧 広  君  

農 業 委 員 会 事 務 局 主 任 主 査  武 藤  好 人  君  

農 業 委 員 会 事 務 局 主 事  波 多 野  恵  君  

農 林 課 主 幹  渡 邊  昌 彦  君  

農 林 課 課 長 補 佐  加 藤  大 吾  君  

 

 

 

 

 

 



 

 

○ 農 業 委 員 会 事 務 局 長 （ 山 岡  透  君 ）      

定 刻 と な り ま し た の で 、 農 業 委 員 会 総 会 を 始 め さ せ て い た だ き ま す 。  

そ れ で は 、 丹 羽 会 長 よ り ご 挨 拶 を お 願 い し ま す 。  

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）   

（  会 長 あ い さ つ  ）  

 

○ 農 業 委 員 会 事 務 局 長 （ 山 岡  透  君 ）      

あ り が と う ご ざ い ま し た 。 そ れ で は 、 本 日 の 欠 席 委 員 の 報 告 を さ せ て い た だ き

ま す 。 ２ 番  河 村 委 員 で す の で 、 ご 報 告 を さ せ て い た だ き ま す 。   

そ れ で は 、 議 案 の 審 議 を お 願 い し ま す 。  

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）     

た だ 今 か ら 、 関 市 農 業 委 員 会 総 会 を 開 催 し ま す 。  

会 議 規 則 第 ８ 条 の 規 定 に よ り 、 過 半 数 の 委 員 の 出 席 を い た だ い て お り 、   

総 会 は 成 立 し て い ま す 。  

次 に 、 議 事 録 署 名 委 員 の 指 名 を 行 い ま す 。  

７ 番  林 委 員 、 ８ 番  後 藤  信 一 委 員 の お 二 人 に お 願 い し ま す 。  

こ れ よ り 、  議 案 の 審 議 に 入 り ま す 。  

 

議 案 第 １ 号  農 地 法 第 ３ 条 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に つ い て  を 議 題 と し ま す 。

１ 番 か ら １ ０ 番 の 案 件 に つ い て 、 事 務 局 の 説 明 を 求 め ま す 。  

 

○ 農 業 委 員 会 事 務 局 課 長 補 佐 （ 山 田  牧 広  君 ）   

議 案 第 １ 号  農 地 法 第 ３ 条 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に つ い て  

農 地 法 第 ３ 条 の 規 定 に よ り 、 下 記 農 地 の 申 請 が あ り ま し た の で 、 審 議 を 求 め る

と い う も の で す 。 議 案 は 、 １ ペ ー ジ に な り ま す 。   

 

１ 番 の 案 件  

議 案 は １ ペ ー ジ 、 位 置 図 は １ ペ ー ジ に な り ま す 。  

申 請 地 は 、 市 立 富 岡 小 学 校 か ら 西 に ３ ０ ０ ｍ に 位 置 す る 、  

農 振 農 用 地 区 域 外 の 現 況 地 目  畑  ３ 筆  ６ ９ １ ㎡ 。  

申 請 の 目 的 は 、 所 有 権 移 転 で す 。  

譲 渡 人 は 、 多 忙 に よ り 、 農 地 の 維 持 管 理 が 困 難 に な っ た 為 、 譲 受 人 の 要 望 に 応

え る と い う も の 。  

譲 受 人 は 、 申 請 地 の 隣 地 に 居 住 し て お り 、 譲 渡 人 で あ る 叔 父 か ら 農 業 を 教 わ

り 、 営 農 を 始 め た い と い う も の で ご ざ い ま す 。  

営 農 計 画 書 が 提 出 さ れ て お り 、 自 家 消 費 用 の 野 菜 を 栽 培 し た い 、 と い う 内 容 に

な っ て い ま す 。  

 

２ 番 の 案 件  

位 置 図 は ２ ペ ー ジ に な り ま す 。  

申 請 地 は 、 本 郷 集 会 場 か ら 東 に ２ ０ ｍ に 位 置 す る 、  

農 振 農 用 地 区 域 外 の 登 記 地 目  宅 地 、 現 況 地 目  畑  １ ２ ３ ㎡ 。  

申 請 の 目 的 は 、 所 有 権 移 転 で す 。  

譲 渡 人 は 、 相 続 に よ り 申 請 地 を 取 得 し た が 、 農 地 の 維 持 管 理 が 困 難 な 為 、 譲 渡

し た い と い う も の 。  

譲 受 人 は 、 自 宅 に 隣 接 し た 申 請 地 で 、 面 積 も 大 き く な い た め 、 手 作 業 で 自 家 用

の 野 菜 を 栽 培 し た い と い う も の で ご ざ い ま す 。  

営 農 計 画 書 が 提 出 さ れ て お り 、 手 作 業 で 、 自 家 用 野 菜 を 栽 培 し た い と い う 内 容



に な っ て い ま す 。  

 

３ 番 の 案 件  

議 案 は ２ ペ ー ジ に な り ま す 。  

こ こ で 議 案 の 訂 正 が あ り ま す 。  

こ ち ら の 申 請 は 備 考 欄 が 空 欄 に な っ て お り ま す が 、 営 農 計 画 書 が 提 出 さ れ て お

り ま す 。 営 農 計 画 書 の コ ピ ー は 追 加 で 本 日 お 配 り さ せ て い た だ き ま し た 。  

位 置 図 は 、 ３ ペ ー ジ に な り ま す 。  

申 請 地 は 、 藤 谷 転 作 促 進 技 術 研 修 セ ン タ ー の 北 西 ６ ５ ０ ｍ に 位 置 す る  

農 振 農 用 地 区 域 外 の 登 記 ・ 現 況 地 目  畑  ２ ５ ０ ㎡ 。  

申 請 の 目 的 は 、 所 有 権 移 転 で す 。  

譲 渡 人 は 、 譲 受 人 の 要 望 に 応 え る と い う も の 。  

譲 受 人 は 、 申 請 地 の 隣 地 に 居 住 し て お り 、 農 業 経 営 の 拡 大 を し た い と い う も の

で ご ざ い ま す 。  

営 農 計 画 書 が 提 出 さ れ て お り 、 自 家 用 野 菜 を 栽 培 し た い と い う 内 容 に な っ て い

ま す 。  

 

４ 番 の 案 件  

位 置 図 は ４ ペ ー ジ に な り ま す 。  

申 請 地 は 、 東 海 北 陸 自 動 車 長 良 川 サ ー ビ ス エ リ ア か ら 南 東 に ２ ５ ０ ｍ に 位 置 す

る 農 振 農 用 地 区 域 内 の  

登 記 ・ 現 況 地 目  畑  ５ １ ９ ㎡ 。  

申 請 の 目 的 は 、 所 有 権 移 転 で す 。  

譲 渡 人 は 、 譲 受 人 の 要 望 に 応 え る と い う も の 。  

譲 受 人 は 、 申 請 地 と 同 時 に 隣 接 す る 住 宅 を 購 入 し 、 農 業 経 営 を 始 め た い と い う

も の で ご ざ い ま す 。  

営 農 計 画 書 が 提 出 さ れ て お り 、 果 樹 園 を 作 り た い と い う 内 容 に な っ て い ま す 。  

 

５ 番 の 案 件  

位 置 図 は 、 ５ ペ ー ジ に な り ま す 。  

申 請 地 は 、 市 立 瀬 尻 小 学 校 か ら 西 に １ ０ ０ ｍ に 位 置 す る  

農 振 農 用 地 区 域 外 の 登 記 地 目  田  現 況 地 目  畑  ２ ６ ２ ㎡ 。  

申 請 の 目 的 は 、 所 有 権 移 転 で す 。  

譲 渡 人 は 、 相 続 で 申 請 地 を 取 得 し た が 、 遠 方 に 住 ん で い る た め 、 農 地 の 維 持 管

理 が 困 難 で あ っ た と い う も の 。  

譲 受 人 は 、 申 請 地 と 同 時 に 隣 接 す る 住 宅 を 購 入 し 、 転 入 し て 農 業 を 始 め た い  

と い う も の で ご ざ い ま す 。  

営 農 計 画 書 が 提 出 さ れ て お り 、 自 家 消 費 用 の 野 菜 を 栽 培 し た い と い う 内 容 に な

っ て い ま す 。  

 

６ 番 の 案 件  

議 案 は ３ ペ ー ジ 、 位 置 図 は ６ ペ ー ジ に な り ま す 。  

申 請 地 は 、 市 立 板 取 川 中 学 校 か ら 北 西 に ５ ５ ０ ｍ に 位 置 す る  

農 振 農 用 地 区 域 内 の 登 記 ・ 現 況 地 目  畑  ５ ７ ９ ㎡ 。  

申 請 の 目 的 は 、 所 有 権 移 転 で す 。  

譲 渡 人 は 、 市 外 に 在 住 し て お り 、 農 地 の 維 持 管 理 が 困 難 に な っ た た め 、 譲 受 人

の 要 望 に 応 え る と い う も の 。  

譲 受 人 は 、 申 請 地 と 同 時 に 隣 接 す る 住 宅 を 購 入 し 、 転 入 し て 農 業 を 始 め た い  

と い う も の で ご ざ い ま す 。  

営 農 計 画 書 が 提 出 さ れ て お り 、 自 家 消 費 用 の 野 菜 を 栽 培 し た い と い う 内 容 に な



 

 

っ て い ま す 。  

 

７ 番 の 案 件  

位 置 図 は 、 ７ ペ ー ジ に な り ま す 。  

申 請 地 は 、 尾 倉 集 会 所 か ら 西 に ２ ５ ０ ｍ に 位 置 す る 、  

農 振 農 用 地 区 域 外 の 登 記 ・ 現 況 地 目  畑  ４ 筆  ５ ６ ４ ㎡ 。  

申 請 の 目 的 は 、 所 有 権 移 転 で す 。  

譲 渡 人 は 、 農 地 の 維 持 管 理 が 困 難 な っ た と い う も の 。  

譲 受 人 は 、 申 請 地 と 同 時 に 隣 接 す る 住 宅 を 購 入 し 、 転 入 し て 農 業 を 始 め た い  

と い う も の で ご ざ い ま す 。  

営 農 計 画 書 が 提 出 さ れ て お り 、 自 家 消 費 用 に 栗 の 木 の 植 樹 し た い と い う 内 容 に

な っ て い ま す 。  

 

８ 番 の 案 件  

議 案 は ４ ペ ー ジ 、 位 置 図 は ８ ペ ー ジ に な り ま す 。  

申 請 地 は 飛 瀬 集 会 所 か ら 西 に ２ ５ ０ ｍ に 位 置 す る  

農 振 農 用 地 区 域 内 の 登 記 ・ 現 況 地 目  畑  ４ 筆  ４ ,１ ３ ７ ㎡ 。  

申 請 の 目 的 は 、 所 有 権 移 転 で す 。  

譲 渡 人 は 、 農 地 の 維 持 管 理 が 困 難 に な っ た た め 、 譲 受 人 の 要 望 に 応 え る と い う

も の 。  

譲 受 人 は 、 養 蜂 業 を 経 営 し て お り 、 そ の 原 料 と な る 蜜 源 を 確 保 し た い と い う も

の で ご ざ い ま す 。  

 

９ 番 の 案 件  

位 置 図 は ９ ペ ー ジ に な り ま す 。  

申 請 地 は 、 市 立 武 芸 小 学 校 か ら 北 に ３ ０ ０ ｍ に 位 置 す る  

農 振 農 用 地 区 域 外 の 登 記 ・ 現 況 地 目  畑  ２ ５ ９ ㎡ 。  

申 請 の 目 的 は 、 所 有 権 移 転 で す 。  

譲 渡 人 は 、 県 外 に 在 住 し て お り 、 農 地 の 維 持 管 理 が 困 難 に な っ た と い う も の 。  

譲 受 人 は 、 申 請 地 と 同 時 に 隣 接 す る 住 宅 を 購 入 し 、 転 入 し て 農 業 を 始 め た い  

と い う も の で ご ざ い ま す 。  

営 農 計 画 書 が 提 出 さ れ て お り 、 自 家 消 費 用 の 野 菜 の 栽 培 を し た い と い う 内 容 に

な っ て い ま す 。  

 

１ ０ 番 の 案 件  

位 置 図 は １ ０ ペ ー ジ に な り ま す 。  

申 請 地 は 、 関 市 武 儀 事 務 所 か ら 東 に ２ ０ ０ ｍ に 位 置 す る  

農 振 農 用 地 区 域 外 の 登 記 ・ 現 況 地 目  田  ２ 筆  １ ,０ ４ ４ ㎡ 。  

申 請 の 目 的 は 、 所 有 権 移 転 で す 。  

譲 渡 人 は 、 高 齢 で 農 地 の 管 理 が 困 難 に な っ た た め 、 隣 接 農 地 耕 作 者 へ 譲 渡 し た

い と い う も の 。  

譲 受 人 は 、 農 業 経 営 を 拡 大 し た い と い う も の で ご ざ い ま す 。  

営 農 計 画 書 が 提 出 さ れ て お り 、 自 家 消 費 用 の 野 菜 を 栽 培 し た い と い う 内 容 に な

っ て い ま す 。  

 

以 上 、 １ ０ 件 に つ い て 、 ご 審 議 お 願 い し ま す 。  

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）    

事 務 局 の 説 明 が 終 わ り ま し た 。  

続 き ま し て 、 各 担 当 地 区 の 委 員 の 補 足 説 明 が あ り ま し た ら 、 ご 発 言 お 願 い い た



し ま す 。 地 域 順 に 私 の 方 か ら 、 ご 指 名 さ せ て い た だ き ま す の で 、 お 願 い し ま

す 。  

ま た 、 質 疑 に つ き ま し て は 、 補 足 説 明 の 後 に 、 全 体 の 場 で お 願 い い た し ま す 。  

１ 番 の 案 件 に つ き ま し て 、 安 田 委 員 、 ご ざ い ま す か 。  

 

〇 １ 番 （ 安 田  美 雄  君 ）  

新 規 営 農 と い う こ と で 、 代 理 人 の 申 請 で す が 、 農 業 経 験 が な い と い う こ と で 、

１ ５ ０ 日 の 営 農 経 験 に つ い て 、 確 認 で き な い 状 況 で す が 、 こ の よ う に 営 農 計 画

が 出 て お り ま す の で 、 認 め ざ る を 得 な い の か な と 思 い ま す 。  

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。 ２ 番 と ３ 番 の 案 件 に つ き ま し て 、  私 の 担 当 地 区 に

な り ま す 。 特 に 問 題 は ご ざ い ま せ ん で し た 。  

 

４ 番 の 案 件 に つ き ま し て 、 尾 口 委 員 、 ご ざ い ま す か 。  

 

〇 ９ 番 （ 尾 口  文 良  君 ）  

問 題 あ り ま せ ん 。  

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。 ５ 番 の 案 件 に つ き ま し て 、 足 立 委 員 、 ご ざ い ま す

か 。  

 

〇 １ １ 番 （ 足 立  宜 穗  君 ）  

問 題 あ り ま せ ん 。  

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）  

６ 番 か ら ８ 番 の 案 件 に つ き ま し て 、 山 田 委 員 、 ご ざ い ま す か 。  

 

〇 １ ７ 番 （ 山 田  達 史  君 ）  

６ 番 の 案 件 に つ い て 、 隣 接 す る 宅 地 、 空 き 家 で す が 、 購 入 さ れ て 、 農 地 を 経 営

す る と い う こ と で 、 問 題 な い と 思 い ま す 。  

７ 番 も 、 隣 接 す る 空 き 家 を 購 入 さ れ て 、 農 業 を し た い と い う こ と で 問 題 な い と

思 い ま す 。  

８ 番 は 、 農 業 を 営 ん で い る 方 で 、 蜜 源 に な る 花 を 栽 培 し た い と い う こ と で 、 問

題 な い と 思 い ま す 。  

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。 ９ 番 、 １ ０ 番 の 案 件 に つ き ま し て 、 田 下 委 員 、 ご ざ

い ま す か 。  

 

〇 １ ９ 番 （ 田 下  喜 代  君 ）  

問 題 あ り ま せ ん 。  

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）   

あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

こ れ よ り 質 疑 を 行 い ま す 。 質 疑 の あ る 方 は ご ざ い ま せ ん か 。  

 

（  無 し  ）  

 



 

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）    

質 疑 も な い よ う で す の で 、 こ れ よ り  

議 案 第 １ 号 に つ い て 、 番 号 ご と に 採 決 い た し ま す 。  

１ 番 に つ い て 、 原 案 の と お り 許 可 す る こ と に 、  

賛 成 の 方 は 挙 手 願 い ま す 。  

 

全 会 一 致 と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 １ 号 １ 番 は 、 許 可 す る こ と に 決 し ま し た 。  

 

２ 番 に つ い て 、 原 案 の と お り 許 可 す る こ と に 、  

賛 成 の 方 は 挙 手 願 い ま す 。  

 

全 会 一 致 と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 １ 号 ２ 番 は 、 許 可 す る こ と に 決 し ま し た 。  

 

３ 番 に つ い て 、 原 案 の と お り 許 可 す る こ と に 、  

賛 成 の 方 は 挙 手 願 い ま す 。  

 

全 会 一 致 と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 １ 号 ３ 番 は 、 許 可 す る こ と に 決 し ま し た 。  

 

４ 番 に つ い て 、 原 案 の と お り 許 可 す る こ と に 、  

賛 成 の 方 は 挙 手 願 い ま す 。  

 

全 会 一 致 と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 １ 号 ４ 番 は 、 許 可 す る こ と に 決 し ま し た 。  

 

５ 番 に つ い て 、 原 案 の と お り 許 可 す る こ と に 、  

賛 成 の 方 は 挙 手 願 い ま す 。  

         

全 会 一 致 と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 １ 号 ５ 番 は 、 許 可 す る こ と に 決 し ま し た 。  

 

６ 番 に つ い て 、 原 案 の と お り 許 可 す る こ と に 、  

賛 成 の 方 は 挙 手 願 い ま す 。  

         

賛 成 多 数 と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 １ 号 ６ 番 は 、 許 可 す る こ と に 決 し ま し た 。  

 

７ 番 に つ い て 、 原 案 の と お り 許 可 す る こ と に 、  

賛 成 の 方 は 挙 手 願 い ま す 。  

         

賛 成 多 数 と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 １ 号 ７ 番 は 、 許 可 す る こ と に 決 し ま し た 。  

 

８ 番 に つ い て 、 原 案 の と お り 許 可 す る こ と に 、  

賛 成 の 方 は 挙 手 願 い ま す 。  

         

賛 成 多 数 と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 １ 号 ８ 番 は 、 許 可 す る こ と に 決 し ま し た 。  



９ 番 に つ い て 、 原 案 の と お り 許 可 す る こ と に 、  

賛 成 の 方 は 挙 手 願 い ま す 。  

         

全 会 一 致 と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 １ 号 ９ 番 は 、 許 可 す る こ と に 決 し ま し た 。  

 

１ ０ 番 に つ い て 、 原 案 の と お り 許 可 す る こ と に 、  

賛 成 の 方 は 挙 手 願 い ま す 。  

         

全 会 一 致 と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 １ 号 １ ０ 番 は 、 許 可 す る こ と に 決 し ま し た 。  

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）     

つ づ き ま し て 、 農 地 法 第 ３ 条 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 の １ １ 番 の 案 件 に つ い て  

審 議 し ま す 。  

こ こ で 、 １ ９ 番  田 下 委 員 は 、 除 斥 を お 願 い い た し ま す 。  

 

そ れ で は 、 事 務 局 の 説 明 を 求 め ま す 。  

 

○ 農 業 委 員 会 事 務 局 課 長 補 佐 （ 山 田  牧 広  君 ）    

農 地 法 第 ３ 条 の 規 定 に よ り 、 下 記 農 地 の 申 請 が あ り ま し た の で 審 議 を 求 め る と

い う も の で す 。 議 案 は 、 ６ ペ ー ジ に な り ま す 。   

 

１ １ 番 の 案 件  

議 案 は ６ ペ ー ジ 、 位 置 図 は １ １ ペ ー ジ に な り ま す 。  

申 請 地 は 、 武 芸 川 ス ポ ー ツ 公 園 か ら 南 に ３ ０ ０ ｍ に 位 置 す る  

農 振 農 用 地 区 域 内 の 登 記 ・ 現 況 地 目  田  ３ 筆  ２ ,５ ３ ６ ㎡ 。  

申 請 の 目 的 は 、 所 有 権 移 転 で す 。  

譲 渡 人 は 、 譲 受 人 の 要 望 に 応 え る と い う も の 。  

譲 受 人 は 、 農 業 経 営 の 拡 大 を し た い と い う も の で ご ざ い ま す 。  

 

以 上 、 １ 件 に つ い て 、 ご 審 議 お 願 い し ま す 。  

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）    

事 務 局 の 説 明 が 終 わ り ま し た 。  

担 当 地 区 の 委 員 の 補 足 説 明 が あ り ま し た ら 、 ご 発 言 お 願 い い た し ま す 。  

 

こ の 案 件 に つ い て 、 現 地 確 認 を さ れ ま し た 、 後 藤  一 夫 委 員 、 補 足 説 明 が あ り

ま し た ら 、 ご 発 言 お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 １ ２ 番  （ 後 藤  一 夫  君 ）  

問 題 あ り ま せ ん 。  

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）   

あ り が と う ご ざ い ま し た 。 こ れ よ り 質 疑 を 行 い ま す 。 質 疑 の あ る 方 は ご ざ い ま  

せ ん か 。  

 

質 疑 も な い よ う で す の で 、 こ れ よ り 議 案 第 １ 号 １ １ 番 に つ い て 、 原 案 の と お り

許 可 す る こ と に 、 賛 成 の 方 は 挙 手 願 い ま す 。  

 



 

 

 

全 会 一 致 と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 １ 号 １ １ 番 は 、 許 可 す る こ と に 決 し ま し た 。  

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）   

続 き ま し て 、 議 案 第 ２ 号  農 地 法 第 ４ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に 対 す る

意 見 に つ い て を 議 題 と し ま す 。  

事 務 局 の 説 明 を 求 め ま す 。  

 

○ 農 業 委 員 会 事 務 局 課 長 補 佐 （ 山 田  牧 広  君 ）    

議 案 第 ２ 号  農 地 法 第 ４ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に 対 す る 意 見 に つ い て  

農 地 法 第 ４ 条 の 規 定 に よ り 、 下 記 農 地 の 申 請 が あ り ま し た の で 意 見 を 求 め る と

い う も の で す 。 議 案 は 、 ７ ペ ー ジ か ら に な り ま す 。  

 

１ 番 の 案 件  

議 案 は ７ ペ ー ジ 、 位 置 図 は １ ２ ペ ー ジ に な り ま す 。  

申 請 地 は 、 長 良 川 鉄 道  関 富 岡 駅 か ら 北 に ２ ０ ０ ｍ に 位 置 す る  

登 記 ・ 現 況 地 目  田  ３ 筆  ９ ９ ０ ． ３ ３ ㎡ 。  

農 地 の 区 分 は 、 用 途 地 域 に あ る 農 地 の た め 、 第 ３ 種 農 地 と 考 え ま す 。  

転 用 の 目 的 は 、 共 同 住 宅 （ １ 棟 ８ 戸 ） で ご ざ い ま す 。  

申 請 人 は 、 申 請 地 を 相 続 し た が 、 営 農 が 困 難 に な っ た た め 、 営 農 面 積 を 縮 小 し

て 、 共 同 住 宅 を 建 築 し 、 家 賃 収 入 を 得 た い と い う も の で ご ざ い ま す 。  

８ 月 １ ４ 日 に 現 地 を 確 認 し た と こ ろ 、 農 地 性 あ り と 確 認 し て お り ま す 。  

申 請 地 は 、 第 ３ 種 農 地 で あ る た め 、 転 用 は や む を 得 な い も の と 考 え ま す 。  

 

２ 番 の 案 件  

位 置 図 は １ ３ ペ ー ジ に な り ま す 。  

申 請 地 は 、 下 迫 間 公 民 館 か ら 北 に ２ ０ ０ ｍ に 位 置 す る  

登 記 地 目  畑  現 況 地 目  宅 地  １ ５ ４ ㎡ 。  

農 地 の 区 分 は 、 住 宅 、 事 業 施 設 、 公 共 ・ 公 益 的 施 設 等 が 連 た ん し て い る 区 域 に

近 接 す る 、 １ ０ ｈ ａ 未 満 の 農 地 の 区 域 内 で あ る 為 、 第 ２ 種 農 地 と 考 え ま す 。  

転 用 の 目 的 は 、 農 業 用 倉 庫 及 び 通 路 で ご ざ い ま す 。  

申 請 人 は 、 農 機 具 を 保 管 す る 場 所 が 必 要 な た め 、 自 宅 に 隣 接 す る 申 請 地 を 、 農

業 用 倉 庫 と 通 路 に し た い と い う も の で ご ざ い ま す 。  

８ 月 １ ４ 日 に 現 地 を 確 認 し た と こ ろ 農 機 具 倉 庫 と 通 路 と し て 利 用 さ れ て お り 、

始 末 書 が 添 付 さ れ て い ま す 。  

申 請 地 は 、 第 ２ 種 農 地 で あ る た め 、 代 替 地 性 に つ い て 検 討 し た 結 果 、 他 に 事 業

の 目 的 を 達 成 す る こ と が 出 来 る 土 地 が な い た め 、 転 用 は や む を 得 な い も の と 考

え ま す 。  

 

３ 番 の 案 件  

位 置 図 は １ ４ ペ ー ジ に な り ま す 。  

申 請 地 は 側 島 公 民 館 か ら 東 に ２ ５ ０ ｍ に 位 置 す る  

登 記 地 目  畑  現 況 地 目  宅 地  １ ． ３ ７ ㎡ 。  

農 地 の 区 分 は 、 概 ね １ ０ ｈ ａ 以 上 の 一 団 の 農 用 地 区 域 内 の 農 地 で あ る た め 、 第

１ 種 農 地 と 考 え ま す 。  

転 用 の 目 的 は 、 一 般 個 人 住 宅 （ 進 入 路 ） で ご ざ い ま す 。  

申 請 人 は 、 住 宅 用 進 入 路 と し て 利 用 し た い と い う も の で ご ざ い ま す 。  

８ 月 １ ４ 日 に 現 地 を 確 認 し た と こ ろ 、 住 宅 用 進 入 路 と し て 利 用 さ れ て お り 、 始

末 書 が 添 付 さ れ て い ま す 。  



申 請 地 は 、 第 １ 種 農 地 で あ る た め 、 原 則 と し て 許 可 は で き ま せ ん が 、 集 落 に 接

続 し て お り 、 農 地 転 用 の 制 限 の 例 外 基 準 を 満 た す も の と 考 え ま す 。  

 

４ 番 の 案 件  

議 案 は ８ ペ ー ジ 、 位 置 図 は １ ５ ペ ー ジ に な り ま す 。  

申 請 地 は 、 一 色 公 民 館 か ら 西 に ５ ０ ０ ｍ に 位 置 す る  

登 記 ・ 現 況 地 目  田  ３ 筆  ２ ,７ １ ０ ㎡  

農 地 の 区 分 は 、 関 農 業 振 興 地 域 整 備 計 画 区 域 内 の 農 地 の た め 、 農 振 農 用 地 と な

り ま す 。  

転 用 の 目 的 は 、 農 地 の 嵩 上 げ （ 一 時 転 用 ） で ご ざ い ま す 。  

申 請 人 は 、 水 耕 作 地 と し て の 維 持 が 困 難 な 為 、 畑 地 と し て 利 用 し た い と い う も

の で ご ざ い ま す 。  

８ 月 １ ４ 日 に 現 地 を 確 認 し た と こ ろ 、 農 地 性 あ り と 確 認 し て お り ま す 。  

申 請 地 は 、 農 振 農 用 地 で あ る た め 、 原 則 不 許 可 で あ り ま す が 、 一 時 転 用 で あ る

た め 、 農 地 転 用 の 制 限 の 例 外 基 準 を 満 た す も の と 考 え ま す 。  

 

５ 番 の 案 件  

位 置 図 は １ ６ ペ ー ジ に な り ま す 。  

申 請 地 は 、 一 色 公 民 館 か ら 南 に ５ ０ ０ ｍ に 位 置 す る  

登 記 ・ 現 況 地 目  田  ３ 筆  ２ ,５ ７ ３ ㎡ 。  

農 地 の 区 分 は 、 関 農 業 振 興 地 域 整 備 計 画 区 域 内 の 農 地 の た め 、 農 振 農 用 地 と な

り ま す 。  

転 用 の 目 的 は 、 農 地 の 嵩 上 げ （ 一 時 転 用 ） で ご ざ い ま す 。  

申 請 人 は 、 水 耕 作 地 と し て の 維 持 が 困 難 な 為 、 畑 地 と し て 利 用 し た い と い う も

の で ご ざ い ま す 。  

８ 月 １ ４ 日 に 現 地 を 確 認 し た と こ ろ 農 地 性 あ り と 確 認 し て お り ま す 。  

申 請 地 は 、 農 振 農 用 地 で あ る た め 、 原 則 不 許 可 で あ り ま す が 、 一 時 転 用 で あ る

た め 、 農 地 転 用 の 制 限 の 例 外 基 準 を 満 た す も の と 考 え ま す 。  

 

以 上 、 ５ 件 に つ い て ご 審 議 を お 願 い し ま す 。  

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）    

事 務 局 の 説 明 が 終 わ り ま し た 。  

続 き ま し て 、 各 地 域 の 担 当 委 員 の 補 足 説 明 が あ り ま し た ら 、 ご 発 言 お 願 い い た

し ま す 。  

１ 番 の 案 件 に つ き ま し て 、 安 田 委 員 、 ご ざ い ま す か 。  

 

〇 １ 番 （ 安 田  美 雄  君 ）  

問 題 あ り ま せ ん 。  

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。 ２ 番 の 案 件 に つ き ま し て 、 本 日 欠 席 さ れ ま し た 、 河

村 委 員 さ ん か ら 、 特 に 意 見 は 無 い と 言 う こ と を 伺 っ て お り ま す 。  

３ 番 の 案 件 に つ き ま し て 、 森 委 員 、 ご ざ い ま す か 。  

 

〇 １ ４ 番 （ 森  種 生  君 ）  

問 題 あ り ま せ ん 。  

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。 ４ 番 と ５ 番 の 案 件 に つ き ま し て 、  田 下 委 員 、 ご ざ



 

 

い ま す か 。  

 

〇 １ ９ 番 （ 田 下  喜 代  君 ）  

面 積 が 広 か っ た の で 、 推 進 委 員 の 方 と 一 緒 に 見 て き ま し た 。 荒 れ て し ま っ て い

る し 、 嵩 上 げ し て 手 入 れ す れ ば 良 い か な と 思 い ま す 。  

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）    

あ り が と う ご ざ い ま し た 。 こ れ よ り 質 疑 を 行 い ま す 。 質 疑 の あ る 方 は ご ざ い ま

せ ん か 。  

 

（  無  し  ）  

 

質 疑 も な い よ う で す の で 、 こ れ よ り 、 議 案 第 ２ 号 に つ い て 、 番 号 ご と に 採 決 い

た し ま す 。  

 

１ 番 に つ い て 、 原 案 の と お り 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 、  

賛 成 の 方 は 挙 手 願 い ま す 。  

         

全 会 一 致 と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 ２ 号 １ 番 は 、 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 決 し ま し た 。  

 

２ 番 に つ い て 、 原 案 の と お り 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 、  

賛 成 の 方 は 挙 手 願 い ま す 。  

     

全 会 一 致 と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 ２ 号 ２ 番 は 、 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 決 し ま し た 。  

 

３ 番 に つ い て 、 原 案 の と お り 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 、  

賛 成 の 方 は 挙 手 願 い ま す 。  

       

全 会 一 致 と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 ２ 号 ３ 番 は 、 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 決 し ま し た 。  

 

４ 番 に つ い て 、 原 案 の と お り 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 、  

賛 成 の 方 は 挙 手 願 い ま す 。  

 

全 会 一 致 と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 ２ 号 ４ 番 は 、 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 決 し ま し た 。  

 

５ 番 に つ い て 、 原 案 の と お り 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 、  

賛 成 の 方 は 挙 手 願 い ま す 。  

         

賛 成 多 数 と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 ２ 号 ５ 番 は 、 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 決 し ま し た 。  

 

続 き ま し て 、 議 案 第 ３ 号 、 農 地 法 第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に 対 す る

意 見 に つ い て  を 議 題 と し ま す 。  

事 務 局 の 説 明 を 求 め ま す 。  

 

 



○ 農 業 委 員 会 事 務 局 課 長 補 佐 （ 山 田  牧 広  君 ）    

議 案 第 ３ 号  農 地 法 第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に 対 す る 意 見 に つ い て  

農 地 法 第 ５ 条 の 規 定 に よ り 、 下 記 農 地 の 申 請 が あ り ま し た の で 、 意 見 を 求 め

る と 言 う も の で す 。  議 案 は 、 ９ ペ ー ジ か ら に な り ま す 。  

 

１ 番 の 案 件  

議 案 は ９ ペ ー ジ 、 位 置 図 は １ ７ ペ ー ジ に な り ま す 。  

申 請 地 は 、 市 立 富 岡 小 学 校 か ら 西 に ３ ０ ０ ｍ に 位 置 す る  

登 記 地 目  田  現 況 地 目  畑  ５ ５ ５ ㎡ 。  

農 地 の 区 分 は 、 用 途 地 域 に あ る 農 地 の た め 、 第 ３ 種 農 地 と 考 え ま す 。  

転 用 の 目 的 は 、 一 般 個 人 住 宅 で ご ざ い ま す 。  

譲 渡 人 は 、 譲 受 人 の 要 望 に 応 え る と い う も の 。  

譲 受 人 は 、 住 宅 用 敷 地 と し て 利 用 し た い と い う も の で ご ざ い ま す 。  

８ 月 １ ４ 日 に 現 地 を 確 認 し た と こ ろ 、 農 地 性 あ り と 確 認 し て お り ま す 。  

申 請 地 は 、 第 ３ 種 農 地 で あ る た め 、 転 用 は や む を 得 な い も の と 考 え ま す 。  

 

２ 番 の 案 件  

位 置 図 は １ ８ ペ ー ジ に な り ま す 。  

申 請 地 は 、 下 迫 間 公 民 館 か ら 北 東 に １ ２ ０ ｍ に 位 置 す る  

登 記 地 目  畑  現 況 地 目  雑 種 地  ８ ３ ㎡ 。  

農 地 の 区 分 は 、 住 宅 、 事 業 施 設 、 公 共 ・ 公 益 的 施 設 等 が 連 た ん し て い る 区 域 に

近 接 す る 、 １ ０ ｈ ａ 未 満 の 農 地 の 区 域 内 で あ る 為 、 第 ２ 種 農 地 と 考 え ま す 。  

転 用 の 目 的 は 、 一 般 個 人 住 宅 （ 庭 ） で ご ざ い ま す 。  

譲 渡 人 は 、 譲 受 人 の 要 望 に 応 え る と い う も の 。  

譲 受 人 は 、 隣 接 す る 住 宅 の 庭 と し て 利 用 し た い と い う も の で ご ざ い ま す 。  

８ 月 １ ４ 日 に 現 地 を 確 認 し た と こ ろ 、 住 宅 用 の 庭 と し て 利 用 さ れ て お り 、 始 末

書 が 添 付 さ れ て い ま す 。  

申 請 地 は 、 第 ２ 種 農 地 で あ る た め 、 代 替 地 性 に つ い て 検 討 し た 結 果 、 他 に 事 業

の 目 的 を 達 成 す る こ と が 出 来 る 土 地 が な い た め 、 転 用 は や む を 得 な い も の と 考

え ま す 。  

 

３ 番 の 案 件  

位 置 図 は １ ９ ペ ー ジ に な り ま す 。  

申 請 地 は 、 関 市 墓 地 公 園  陽 光 苑 か ら 西 に ５ ０ ｍ に 位 置 す る  

登 記 ・ 現 況 地 目  田  １ ７ ４ ㎡ 。  

農 地 の 区 分 は 、 中 山 間 地 域 等 の 未 整 備 の 小 規 模 農 地 の 為 、 第 ２ 種 農 地 と 考 え ま

す 。  

転 用 の 目 的 は 、 木 材 ・ 木 製 品 の 製 造 販 売 業 倉 庫 で ご ざ い ま す 。  

譲 渡 人 は 、 農 地 の 維 持 管 理 が 困 難 な 為 、 譲 受 人 の 要 望 に 応 え る と い う も の 。  

譲 受 人 は 、 建 材 加 工 業 を 営 ん で い ま す が 、 製 品 を 保 管 す る 場 所 が 不 足 し て い る

為 、 工 場 を 新 設 し た い と い う も の で ご ざ い ま す 。  

８ 月 １ ４ 日 に 現 地 を 確 認 し た と こ ろ 、 農 地 性 あ り と 確 認 し て お り ま す 。  

申 請 地 は 、 第 ２ 種 農 地 で あ る た め 、 代 替 地 性 に つ い て 検 討 し た 結 果 、 他 に 事 業

の 目 的 を 達 成 す る こ と が 出 来 る 土 地 が な い た め 、 転 用 は や む を 得 な い も の と 考

え ま す 。  

 

４ 番 の 案 件  

議 案 は １ ０ ペ ー ジ 、 位 置 図 は ２ ０ ペ ー ジ に な り ま す 。  

申 請 地 は 、 国 道 ２ ４ ８ 号  関 バ イ パ ス 線  倉 知 西 交 差 点 か ら 北 ２ ０ ０ ｍ に 位 置

す る 登 記 ・ 現 況 地 目  田  ２ 筆  ４ ,７ ９ ６ ㎡ 。  



 

 

農 地 の 区 分 は 、 用 途 地 域 に あ る 農 地 の た め 、 第 ３ 種 農 地 と 考 え ま す 。  

転 用 の 目 的 は 、 と び 工 事 請 負 業 資 材 置 場 で ご ざ い ま す 。  

譲 渡 人 は 、 譲 受 人 の 要 望 に 応 え る と い う も の 。  

譲 受 人 は 、 建 築 資 材 の リ ー ス 業 を 営 ん で お り 、 事 業 の 拡 張 の 為 、 関 イ ン タ ー チ

ェ ン ジ に 近 い 申 請 地 に 、 リ ー ス 用 の 建 築 資 材 置 場 を 作 り た い と い う も の で ご ざ

い ま す 。  

８ 月 １ ４ 日 に 現 地 を 確 認 し た と こ ろ 、 農 地 性 あ り と 確 認 し て お り ま す 。  

申 請 地 は 、 第 ３ 種 農 地 で あ る た め 、 転 用 は や む を 得 な い も の と 考 え ま す 。  

 

５ 番 の 案 件  

位 置 図 は ２ １ ペ ー ジ に な り ま す 。  

申 請 地 は 、 市 立 南 ヶ 丘 小 学 校 か ら 南 に ４ ０ ０ ｍ に 位 置 す る  

登 記 地 目  田  現 況 地 目  雑 種 地  ３ 筆  ４ ４ １ ㎡ 。  

農 地 の 区 分 は 、 住 宅 、 事 業 施 設 、 公 共 ・ 公 益 的 施 設 等 が 連 た ん し て い る 区 域 に

近 接 す る 、 １ ０ ｈ ａ 未 満 の 農 地 の 区 域 内 で あ る 為 、 第 ２ 種 農 地 と 考 え ま す 。  

転 用 の 目 的 は 、 水 道 施 設 工 事 業 車 両 置 場 及 び 資 材 置 場 で ご ざ い ま す 。  

賃 貸 人 は 、 賃 借 人 の 要 望 に 応 え る と い う も の 。  

賃 借 人 は 、 水 道 業 を 営 ん で お り 、 事 業 用 資 材 の 保 管 場 所 が 不 足 し て お り 、 事 業

所 の 近 隣 で 資 材 管 理 が 出 来 る 申 請 地 を 、 資 材 置 場 と し て 利 用 し た い と い う も の

で ご ざ い ま す 。  

８ 月 １ ４ 日 に 現 地 を 確 認 し た と こ ろ 、 農 地 性 あ り と 確 認 し て お り ま す 。  

申 請 地 は 、 第 ２ 種 農 地 で あ る た め 、 代 替 地 性 に つ い て 検 討 し た 結 果 、 他 に 事 業

の 目 的 を 達 成 す る こ と が 出 来 る 土 地 が な い た め 、 転 用 は や む を 得 な い も の と 考

え ま す 。  

 

６ 番 の 案 件  

位 置 図 は ２ ２ ペ ー ジ に な り ま す 。  

申 請 地 は 緑 ヶ 丘 公 園 か ら 西 に ５ ０ ｍ に 位 置 す る  

登 記 ・ 現 況 地 目  畑  ２ ３ １ ㎡ 。  

農 地 の 区 分 は 、 用 途 地 域 に あ る 農 地 の た め 、 第 ３ 種 農 地 と 考 え ま す 。  

転 用 の 目 的 は  賃 貸 住 宅 （ ４ 棟 ） で ご ざ い ま す 。  

使 用 貸 人 は 、 申 請 地 を 相 続 し た が 、 農 地 の 維 持 管 理 が 困 難 に な っ た た め 、 譲 受

人 の 要 望 に 応 え る と い う も の 。  

使 用 借 人 は 、 戸 建 賃 貸 住 宅 を 建 築 し て 、 家 賃 収 入 を 得 た い と い う も の で ご ざ い

ま す 。  

８ 月 １ ４ 日 に 現 地 を 確 認 し た と こ ろ 、 農 地 性 あ り と 確 認 し て お り ま す 。  

申 請 地 は 、 第 ３ 種 農 地 で あ る た め 、 転 用 は や む を 得 な い も の と 考 え ま す 。  

 

７ 番 の 案 件  

議 案 は １ １ ペ ー ジ 、 位 置 図 は ２ ３ ペ ー ジ に な り ま す 。  

申 請 地 は 、 瀬 尻 小 学 校 か ら 西 に １ ０ ０ ｍ に 位 置 す る  

登 記 地 目  田  現 況 地 目  畑  １ １ ９ ． ７ ６ ㎡ 。  

農 地 の 区 分 は 、 水 道 管 、 下 水 道 管 が 整 備 さ れ た 道 路 の 沿 道 で 、 申 請 地 か ら 概 ね

５ ０ ０ ｍ 以 内 に ２ つ の 教 育 施 設 が あ る た め 、 第 ３ 種 農 地 と 考 え ま す 。  

転 用 の 目 的 は 、 一 般 個 人 住 宅 で ご ざ い ま す 。  

譲 渡 人 は 、 譲 受 人 の 要 望 に 応 え る と い う も の 。  

譲 受 人 は 、 申 請 地 を 一 般 個 人 住 宅 と し て 利 用 し た い と い う も の で ご ざ い ま す 。  

８ 月 １ ４ 日 に 現 地 を 確 認 し た と こ ろ 、 住 宅 用 敷 地 と し て 利 用 さ れ て お り 、 始 末

書 が 添 付 さ れ て い ま す 。  

申 請 地 は 、 第 ３ 種 農 地 で あ る た め 、 転 用 は や む を 得 な い も の と 考 え ま す 。  



 

８ 番 の 案 件  

位 置 図 は ２ ４ ペ ー ジ に な り ま す 。  

申 請 地 は 、 西 部 保 育 園 か ら 南 東 に ４ ０ ０ ｍ に 位 置 す る  

登 記 ・ 現 況 地 目  田  ８ ７ ９ ㎡ 。  

農 地 の 区 分 は 、 水 道 管 、 下 水 道 管 が 整 備 さ れ た 道 路 の 沿 道 で 、 申 請 地 か ら 概 ね

５ ０ ０ ｍ 以 内 に 、 教 育 施 設 と 医 療 施 設 が あ る た め 、 第 ３ 種 農 地 と 考 え ま す 。  

転 用 の 目 的 は 、 建 築 条 件 付 宅 地 分 譲 （ ３ 区 画 ） で ご ざ い ま す 。  

譲 渡 人 は 、 耕 作 が 困 難 に な っ た た め 、 譲 受 人 の 要 望 に 応 え る と い う も の 。  

譲 受 人 は 、 不 動 産 業 を 営 ん で お り 、 申 請 地 を 造 成 し 、 建 築 条 件 付 き 分 譲 住 宅 敷

地 と し て 利 用 し た い と い う も の で ご ざ い ま す 。  

８ 月 １ ４ 日 に 現 地 を 確 認 し た と こ ろ 、 申 請 地 の 一 部 が 駐 車 場 と し て 利 用 さ れ て

お り 、 始 末 書 が 添 付 さ れ て い ま す 。  

申 請 地 は 、 第 ３ 種 農 地 で あ る た め 、 転 用 は や む を 得 な い も の と 考 え ま す 。  

 

９ 番 の 案 件  

位 置 図 は ２ ５ ペ ー ジ に な り ま す 。  

申 請 地 は 、 側 島 公 民 館 か ら 東 に ２ ５ ０ ｍ に 位 置 す る  

登 記 地 目  畑  現 況 地 目  宅 地  ３ １ ３ ． ８ ４ ㎡ 。  

農 地 の 区 分 は 、 概 ね １ ０ ｈ ａ 以 上 の 一 団 の 農 地 区 域 内 の 農 地 で あ る た め 、 第 １

種 農 地 と 考 え ま す 。  

転 用 の 目 的 は 、 一 般 個 人 住 宅 （ 倉 庫 ・ 庭 ） で ご ざ い ま す 。  

譲 渡 人 は 、 譲 受 人 の 要 望 に 応 え る と い う も の 。  

譲 受 人 は 、 申 請 地 を 住 宅 用 倉 庫 と 庭 と し て 利 用 し た い と い う も の で ご ざ い ま

す 。  

８ 月 １ ４ 日 に 現 地 を 確 認 し た と こ ろ 、 住 宅 用 倉 庫 と 庭 と し て 利 用 さ れ て お り 、

始 末 書 が 添 付 さ れ て い ま す 。  

申 請 地 は 、 第 １ 種 農 地 で あ る た め 、 原 則 と し て 許 可 は で き ま せ ん が 、 集 落 に 接

続 し て お り 、 農 地 転 用 の 制 限 の 例 外 基 準 を 満 た す も の と 考 え ま す 。  

 

１ ０ 番 の 案 件  

議 案 は １ ２ ペ ー ジ 、 位 置 図 は ２ ６ ペ ー ジ に な り ま す 。  

申 請 地 は 、 古 布 多 目 的 研 修 集 会 施 設 か ら 西 に ５ ０ ｍ に 位 置 す る  

登 記 ・ 現 況 地 目  田  ７ ５ ９ ㎡ 。  

農 地 の 区 分 は 、 概 ね １ ０ ｈ ａ 以 上 の 一 団 の 農 地 区 域 内 の 農 地 で あ る た め 、 第 １

種 農 地 と 考 え ま す 。  

転 用 の 目 的 は 、 農 産 物 集 荷 場 兼 直 売 所 兼 農 業 用 倉 庫 で ご ざ い ま す 。  

譲 渡 人 は 、 高 齢 に な り 、 農 地 の 維 持 管 理 が 困 難 に な っ た た め 、 譲 受 人 の 要 望 に

応 え る と い う も の 。  

譲 受 人 は 、 申 請 地 周 辺 で 営 農 し て お り 、 自 ら が 収 穫 し た 農 作 物 の 集 荷 場 と 直 売

所 を 作 り た い と い う も の で ご ざ い ま す 。  

８ 月 １ ４ 日 に 現 地 を 確 認 し た と こ ろ 、 農 地 性 あ り と 確 認 し て お り ま す 。  

申 請 地 は 、 第 １ 種 農 地 で あ る た め 、 原 則 と し て 許 可 は で き ま せ ん が 、 農 業 用 施

設 と し て 、 農 地 転 用 の 制 限 の 例 外 基 準 を 満 た す も の と 考 え ま す 。  

 

１ １ 番 の 案 件  

位 置 図 は ２ ７ ペ ー ジ に な り ま す 。  

申 請 地 は 、 尾 倉 集 会 所 か ら 西 に ２ ５ ０ ｍ に 位 置 す る  

登 記 ・ 現 況 地 目  畑  １ ５ ８ ㎡ 。  

農 地 の 区 分 は 、 中 山 間 地 域 等 の 未 整 備 の 小 規 模 農 地 の 為 、 第 ２ 種 農 地 と 考 え ま



 

 

す 。  

転 用 の 目 的 は 、 一 般 個 人 住 宅 （ 駐 車 場 ・ 庭 ） で ご ざ い ま す 。  

譲 渡 人 は 、 県 外 に 居 住 し て お り 、 農 地 の 維 持 管 理 が 困 難 に な っ た た め 、 譲 受 人

の 要 望 に 応 え る と い う も の 。  

譲 受 人 は 、 申 請 地 を 住 宅 用 庭 及 び 駐 車 場 と し て 利 用 し た い と い う も の で ご ざ い

ま す 。  

８ 月 １ ４ 日 に 現 地 を 確 認 し た と こ ろ 、 農 地 性 あ り と 確 認 し て お り ま す 。  

申 請 地 は 、 第 ２ 種 農 地 で あ る た め 、 代 替 地 性 に つ い て 検 討 し た 結 果 、 他 に 事 業

の 目 的 を 達 成 す る こ と が 出 来 る 土 地 が な い た め 、 転 用 は や む を 得 な い も の と 考

え ま す 。  

 

１ ２ 番 の 案 件  

位 置 図 は ２ ８ ペ ー ジ に な り ま す 。  

申 請 地 は 、 野 口 集 会 場 か ら 西 に ７ ０ ０ ｍ に 位 置 す る  

登 記 ・ 現 況 地 目  田  ２ 筆  １ ,４ ４ ９ ㎡ 。  

農 地 の 区 分 は 、 中 山 間 地 域 等 の 未 整 備 の 小 規 模 農 地 の 為 、 第 ２ 種 農 地 と 考 え ま

す 。  

転 用 の 目 的 は 、 太 陽 光 発 電 施 設 で ご ざ い ま す 。  

譲 渡 人 は 、 農 地 の 維 持 管 理 が 困 難 な 為 、 譲 受 人 の 要 望 に 応 え る と い う も の 。  

譲 受 人 は 、 申 請 地 で 太 陽 光 発 電 事 業 を 行 い た い と い う も の で ご ざ い ま す 。  

８ 月 １ ４ 日 に 現 地 を 確 認 し た と こ ろ 、 農 地 性 あ り と 確 認 し て お り ま す 。  

申 請 地 は 、 第 ２ 種 農 地 で あ る た め 、 代 替 地 性 に つ い て 検 討 し た 結 果 、 他 に 事 業

の 目 的 を 達 成 す る こ と が 出 来 る 土 地 が な い た め 、 転 用 は や む を 得 な い も の と 考

え ま す 。  

 

１ ３ 番 の 案 件  

議 案 は １ ３ ペ ー ジ 、 位 置 図 は ２ ９ ペ ー ジ に な り ま す 。  

申 請 地 は 、 市 立 武 芸 小 学 校 か ら 北 に ３ ０ ０ ｍ に 位 置 す る  

登 記 地 目  畑  現 況 地 目  宅 地  ３ 筆  １ ８ ７ ㎡ 。  

登 記 ・ 現 況 地 目  畑  ９ ２ ㎡  合 計  ４ 筆  ２ ７ ９ ㎡ 。  

農 地 の 区 分 は 、 住 宅 、 事 業 施 設 、 公 共 ・ 公 益 的 施 設 等 が 連 た ん し て い る 区 域 に

近 接 す る 、 １ ０ ｈ ａ 未 満 の 農 地 の 区 域 内 で あ る 為 、 第 ２ 種 農 地 と 考 え ま す 。  

転 用 の 目 的 は 、 一 般 個 人 住 宅 （ 駐 車 場 ・ 庭 ） で ご ざ い ま す 。  

譲 渡 人 は 、 県 外 に 居 住 し て お り 、 農 地 の 維 持 管 理 が 困 難 に な っ た た め 、 譲 受 人

の 要 望 に 応 え る と い う も の 。  

譲 受 人 は 、 申 請 地 を 住 宅 用 庭 及 び 駐 車 場 と し て 利 用 し た い と い う も の で ご ざ い

ま す 。  

８ 月 １ ４ 日 に 現 地 を 確 認 し た と こ ろ 、 一 部 住 宅 用 敷 地 と し て 利 用 さ れ て お り 、

始 末 書 が 添 付 さ れ て い ま す 。  

申 請 地 は 、 第 ２ 種 農 地 で あ る た め 、 代 替 地 性 に つ い て 検 討 し た 結 果 、 他 に 事 業

の 目 的 を 達 成 す る こ と が 出 来 る 土 地 が な い た め 、 転 用 は や む を 得 な い も の と 考

え ま す 。  

 

１ ４ 番 の 案 件  

位 置 図 は ３ ０ ペ ー ジ に な り ま す 。  

申 請 地 は 、 関 市 武 芸 川 事 務 所 か ら 東 に １ ５ ０ ｍ に 位 置 す る  

登 記 ・ 現 況 地 目  田  ７ ２ １ ㎡ 。  

農 地 の 区 分 は 、 申 請 地 か ら 概 ね ３ ０ ０ ｍ 以 内 に 関 市 武 芸 川 事 務 所 が あ る た め 、  

第 ３ 種 農 地 と 考 え ま す 。  

転 用 の 目 的 は 、 太 陽 光 発 電 施 設 で ご ざ い ま す 。  



譲 渡 人 は 、 譲 受 人 の 要 望 に 応 え る と い う も の 。  

譲 受 人 は 、 申 請 地 で 太 陽 光 発 電 事 業 を 行 い た い と い う も の で ご ざ い ま す 。  

８ 月 １ ４ 日 に 現 地 を 確 認 し た と こ ろ 、 農 地 性 あ り と 確 認 し て お り ま す 。  

申 請 地 は 、 第 ３ 種 農 地 で あ る た め 、 転 用 は や む を 得 な い も の と 考 え ま す 。  

 

１ ５ 番 の 案 件  

議 案 は １ ４ ペ ー ジ 、 位 置 図 は ３ １ ペ ー ジ に な り ま す 。  

申 請 地 は 、 道 の 駅 む げ 川 か ら 北 に ３ ０ ０ ｍ に 位 置 す る  

登 記 地 目  畑  現 況 地 目  宅 地  ３ ５ ３ ㎡ 。  

農 地 の 区 分 は 、 住 宅 、 事 業 施 設 、 公 共 ・ 公 益 的 施 設 等 が 連 た ん し て い る 区 域 に

近 接 す る 、 １ ０ ｈ ａ 未 満 の 農 地 の 区 域 内 で あ る 為 、 第 ２ 種 農 地 と 考 え ま す 。  

転 用 の 目 的 は 、 一 般 個 人 住 宅 （ 庭 ） で ご ざ い ま す 。  

譲 渡 人 は 、 申 請 地 を 相 続 し た が 、 遠 方 に 居 住 し て お り 、 農 地 の 維 持 管 理 が 困 難

に な っ た た め 、 譲 受 人 の 要 望 に 応 え る と い う も の 。  

譲 受 人 は 、 現 在 の 住 居 が 手 狭 に な っ た た め 、 隣 地 住 宅 を 購 入 し 、 申 請 地 を 庭 と

し て 利 用 し た い と い う も の で ご ざ い ま す 。  

８ 月 １ ４ 日 に 現 地 を 確 認 し た と こ ろ 、 一 部 、 庭 と し て 利 用 さ れ て お り 、 始 末 書

が 添 付 さ れ て い ま す 。  

申 請 地 は 、 第 ２ 種 農 地 で あ る た め 、 代 替 地 性 に つ い て 検 討 し た 結 果 、 他 に 事 業

の 目 的 を 達 成 す る こ と が 出 来 る 土 地 が な い た め 、 転 用 は や む を 得 な い も の と 考

え ま す 。  

 

以 上 、 １ ５ 件 に つ い て 、 ご 審 議 お 願 い し ま す 。  

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）    

事 務 局 の 説 明 が 終 わ り ま し た 。  

続 き ま し て 、 各 地 域 の 担 当 委 員 、 補 足 説 明 が あ り ま し た ら 、 ご 発 言 お 願 い い た

し ま す 。  

１ 番 の 案 件 に つ き ま し て 、 安 田 委 員 、 ご ざ い ま す か 。  

 

〇 １ 番 （ 安 田  美 雄  君 ）  

特 に ご ざ い ま せ ん 。  

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。 ２ 番 の 案 件 に つ き ま し て 、 本 日 欠 席 さ れ ま し た 、 河

村 委 員 さ ん か ら 、 特 に 意 見 は 無 い と 言 う こ と を 伺 っ て お り ま す 。  

３ 番 の 案 件 に つ き ま し て 、 吉 田 委 員 、 ご ざ い ま す か 。  

 

〇 ４ 番 （ 吉 田  忠 男  君 ）  

特 に ご ざ い ま せ ん 。  

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）  

４ 番 、 ５ 番 の 案 件 に つ き ま し て 、 後 藤  信 一 委 員 、 ご ざ い ま す か 。  

 

〇 ８ 番 （ 後 藤  信 一  君 ）  

４ 番 に つ い て は 、 排 水 が 問 題 と な る と 思 い ま す が 、 北 側 と 東 側 に 排 水 路 が あ り

ま す の で 、 問 題 な い と 思 い ま す 。 ５ 番 で す が 、 賃 借 権 の 申 請 で 、 地 目 変 更 の 申

請 で は あ り ま せ ん 。 そ の た め 、 賃 借 人 は 法 人 で す が 、 営 農 を 目 的 と し た 法 人 で

あ れ ば 、 賃 借 権 も お か し く な い と 思 い ま す が 、 地 目 が 田 で あ っ て 、 資 材 置 場 を

ず っ と 認 め る と い う こ と に な り ま す 。 こ の 点 に つ い て 、 疑 問 が あ り ま す 。  



 

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）  

６ 番 の 案 件 に つ き ま し て 、 松 永 委 員 、 ご ざ い ま す か 。  

 

〇 １ ０ 番 （ 松 永  佳 己  君 ）  

問 題 あ り ま せ ん 。  

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。 ７ 番 の 案 件 に つ き ま し て 、 足 立 委 員 、 ご ざ い ま す

か 。  

 

〇 １ １ 番 （ 足 立  宜 穗  君 ）  

問 題 あ り ま せ ん 。  

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。 ８ 番 の 案 件 に つ い て 、 亀 山 委 員 、 ご ざ い ま す か 。  

 

〇 １ ３ 番 （ 亀 山  良 平  君 ）  

こ の 写 真 で は 分 か り ま せ ん が 、 こ の 周 辺 は 全 て 宅 地 に な っ て い る の で 、 こ の 地

区 は い ず れ 宅 地 ば か り に な る と 思 い ま す の で 、 問 題 あ り ま せ ん 。  

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。 ９ 番 の 案 件 に つ き ま し て 、 森 委 員 、 ご ざ い ま す か 。  

 

〇 １ ４ 番 （ 森  種 生  君 ）  

問 題 あ り ま せ ん 。  

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。 １ ０ 番 の 案 件 に つ い て 、 池 田 委 員 、 ご ざ い ま す か 。  

 

〇 １ ５ 番 （ 池 田  政 𠮷  君 ）  

問 題 あ り ま せ ん 。  

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。 １ １ 番 の 案 件 に つ き ま し て 、 山 田 委 員 、 ご ざ い ま す

か 。  

 

〇 １ ７ 番 （ 山 田  達 史  君 ）  

問 題 あ り ま せ ん 。  

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）  

１ ２ 番 の 案 件 に つ き ま し て 、 日 置 委 員 、 ご ざ い ま す か 。  

 

〇 １ ８ 番 （ 日 置  香   君 ）  

板 取 で は 、 ソ ー ラ ー 発 電 は 何 か 所 が あ り ま す が 、 農 地 と い う の は 今 回 初 め て で

す 。 隣 接 す る と こ ろ に 民 家 も あ り ま す の で 、 気 に な っ た の で 確 認 し ま し た 。 住

ん で い る 人 は 高 齢 の 独 身 の 方 で 、 特 に 気 に し て い な い よ う な の で 、 特 に 問 題 は

な い よ う で す 。 そ の 近 く で 、 ま た 測 量 を し て い た よ う な の で 、 板 取 の 農 地 で 、

ソ ー ラ ー 化 し て い く 可 能 性 が あ る な と 思 い ま し た 。 以 上 で す 。  

 

 



〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。 １ ３ 番 か ら １ ５ 番 の 案 件 に つ き ま し て 、 田 下 委 員 、

ご ざ い ま す か 。  

 

〇 １ ９ 番 （ 田 下  喜 代  君 ）  

問 題 あ り ま せ ん 。  

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）   

こ れ よ り 質 疑 を 行 い ま す 。 質 疑 の あ る 方 は ご ざ い ま せ ん か 。  

先 ほ ど の 後 藤 委 員 の 発 言 に 対 し て 事 務 局 、 よ ろ し い で す か 。  

 

〇 農 業 委 員 会 事 務 局 課 長 補 佐 （ 山 田  牧 広  君 ）  

５ 条 ５ 番 の 案 件 で す が 、 現 況 は す で に 雑 種 地 で 使 わ れ て い る 状 況 で す 。 ま だ 登

記 地 目 が 田 と い う こ と で 、 農 地 法 に 係 る 状 態 に な っ て お り ま す 。 そ れ で 今 回 ５

条 申 請 を 出 し て も ら っ て い ま す 。 こ の ５ 条 申 請 の 許 可 が 下 り て 、 初 め て 地 目 変

更 が で き る こ と に な り ま す 。 登 記 地 目 を 変 更 す る た め の 意 味 合 い も 兼 ね て お り

ま す 。  

 

〇 ８ 番 （ 後 藤  信 一  君 ）  

本 人 が 地 目 変 更 の 申 請 を 出 さ な い と 変 わ ら な い と 思 う ん で す 。 本 当 に 地 目 変 更

を 出 し て も ら え る か が 疑 問 で す が 、 い か が で し ょ う か 。  

 

〇 農 業 委 員 会 事 務 局 課 長 補 佐 （ 山 田  牧 広  君 ）  

地 目 変 更 を す る に あ た っ て 、 今 回 の 申 請 が 必 要 に な る と い う こ と で 、 許 可 を 取

ら れ た 後 に 、 地 目 変 更 を し て く だ さ い と い う お 願 い に な る と 考 え て お り ま す 。  

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）     

他 に 質 疑 は あ り ま せ ん か 。 無 い よ う で す の で 、 こ れ よ り 議 案 第 ３ 号 に つ い て 、

番 号 ご と に 採 決 い た し ま す 。  

１ 番 に つ い て 、 原 案 の と お り 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 、  

賛 成 の 方 は 挙 手 願 い ま す 。  

        

全 会 一 致 と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 ３ 号 １ 番 は 、 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 決 し ま し た 。  

 

２ 番 に つ い て 、 原 案 の と お り 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 、  

賛 成 の 方 は 挙 手 願 い ま す 。  

       

全 会 一 致 と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 ３ 号 ２ 番 は 、 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 決 し ま し た 。  

 

３ 番 に つ い て 、 原 案 の と お り 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 、  

賛 成 の 方 は 挙 手 願 い ま す 。  

         

全 会 一 致 と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 ３ 号 ３ 番 は 、 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 決 し ま し た 。  

 

４ 番 に つ い て 、 原 案 の と お り 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 、  

賛 成 の 方 は 挙 手 願 い ま す 。  

 



 

 

全 会 一 致 と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 ３ 号 ４ 番 は 、 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 決 し ま し た 。  

 

５ 番 に つ い て 、 原 案 の と お り 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 、  

賛 成 の 方 は 挙 手 願 い ま す 。  

       

賛 成 多 数 と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 ３ 号 ５ 番 は 、 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 決 し ま し た 。  

 

６ 番 に つ い て 、 原 案 の と お り 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 、  

賛 成 の 方 は 挙 手 願 い ま す 。  

       

全 会 一 致 と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 ３ 号 ６ 番 は 、 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 決 し ま し た 。  

 

７ 番 に つ い て 、 原 案 の と お り 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 、  

賛 成 の 方 は 挙 手 願 い ま す 。  

        

全 会 一 致 と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 ３ 号 ７ 番 は 、 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 決 し ま し た 。  

 

８ 番 に つ い て 、 原 案 の と お り 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 、  

賛 成 の 方 は 挙 手 願 い ま す 。  

      

全 会 一 致 と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 ３ 号 ８ 番 は 、 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 決 し ま し た 。  

 

９ 番 に つ い て 、 原 案 の と お り 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 、  

賛 成 の 方 は 挙 手 願 い ま す 。  

       

全 会 一 致 と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 ３ 号 ９ 番 は 、 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 決 し ま し た 。  

 

１ ０ 番 に つ い て 、 原 案 の と お り 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 、  

賛 成 の 方 は 挙 手 願 い ま す 。  

       

全 会 一 致 と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 ３ 号 １ ０ 番 は 、 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 決 し ま し た 。  

 

１ １ 番 に つ い て 、 原 案 の と お り 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 、  

賛 成 の 方 は 挙 手 願 い ま す 。  

      

全 会 一 致 と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 ３ 号 １ １ 番 は 、 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 決 し ま し た 。  

 

１ ２ 番 に つ い て 、 原 案 の と お り 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 、  

賛 成 の 方 は 挙 手 願 い ま す 。  

    

賛 成 多 数 と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 ３ 号 １ ２ 番 は 、 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 決 し ま し た 。  



 

１ ３ 番 に つ い て 、 原 案 の と お り 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 、  

賛 成 の 方 は 挙 手 願 い ま す 。  

         

全 会 一 致 と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 ３ 号 １ ３ 番 は 、 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 決 し ま し た 。  

 

１ ４ 番 に つ い て 、 原 案 の と お り 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 、  

賛 成 の 方 は 挙 手 願 い ま す 。  

         

賛 成 多 数 と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 ３ 号 １ ４ 番 は 、 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 決 し ま し た 。  

 

１ ５ 番 に つ い て 、 原 案 の と お り 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 、  

賛 成 の 方 は 挙 手 願 い ま す 。  

       

全 会 一 致 と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 ３ 号 １ ５ 番 は 、 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 決 し ま し た 。  

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）    

続 い て 、 議 案 第 ４ 号  事 業 計 画 変 更 申 請 に 対 す る 意 見  に つ い て を 議 題 と し ま

す 。 事 務 局 の 説 明 を 求 め ま す 。  

 

○ 農 業 委 員 会 事 務 局 課 長 補 佐 （ 山 田  牧 広  君 ）    

議 案 第 ４ 号  事 業 計 画 変 更 申 請 に 対 す る 意 見 に つ い て   

農 地 転 用 許 可 後 の 事 業 計 画 変 更 申 請 が あ り ま し た の で 、 意 見 を 求 め ま す 。  

議 案 は １ ５ ペ ー ジ に な り ま す 。  

 

１ 番 の 案 件  

議 案 は １ ５ ペ ー ジ 、 位 置 図 は ２ ４ ペ ー ジ に な り ま す 。  

申 請 地 は 、 岐 阜 県 畜 産 研 究 所  関 試 験 地 か ら 南 に ２ ０ ０ ｍ に 位 置 す る  

登 記 地 目 ・ 現 況 地 目  雑 種 地  ６ 筆  ５ ,３ ０ ７ ㎡ 。  

農 地 の 区 分 は 、 住 宅 、 事 業 施 設 、 公 共 ・ 公 益 的 施 設 等 が 連 た ん し て い る 区 域 に

近 接 す る 、 １ ０ ｈ ａ 未 満 の 農 地 の 区 域 内 で あ る 為 、 第 ２ 種 農 地 と 考 え ま す 。  

申 請 地 は 当 初 事 業 者 が 、 資 材 置 場 と し て 農 地 法 ５ 条 の 許 可 を 受 け ら れ た も の で

す が 、 事 業 未 完 了 で 、 事 業 者 と 事 業 内 容 が 変 更 に な る も の で す 。 変 更 後 の 事 業

は 発 電 事 業 用 地 と な り ま す 。  

 

以 上 、 １ 件 に つ い て 、 ご 審 議 お 願 い し ま す 。  

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）   

こ れ よ り 質 疑 を 行 い ま す 。 質 疑 の あ る 方 は ご ざ い ま せ ん か 。  

 

（  無  し  ）  

   

質 疑 も な い よ う で す の で 、 こ れ よ り 採 決 し ま す 。  

議 案 第 ４ 号 に つ い て 、 原 案 の と お り 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 、 賛 成 の 方 は

挙 手 願 い ま す 。  

 

賛 成 多 数 と 認 め ま す 。  



 

 

よ っ て 、 議 案 第 ４ 号 は 、 岐 阜 県 知 事 に 進 達 す る こ と に 決 し ま し た 。  

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）   

議 案 第 ５ 号  農 業 経 営 基 盤 の 強 化 の 促 進 に 関 す る 基 本 的 な 構 想 （ 案 ） に か か る

意 見 に つ い て を 議 題 と し ま す 。 事 務 局 の 説 明 を 求 め ま す 。  

 

○ 農 業 委 員 会 事 務 局 課 長 補 佐 （ 山 田  牧 広  君 ）    

議 案 第 ５ 号  農 業 経 営 基 盤 の 強 化 の 促 進 に 関 す る 基 本 的 な 構 想 の 変 更 に 対 す る

意 見 に つ い て  

農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 法 第 ６ 条 の 規 定 に 基 づ き 、 令 和 ５ 年 ８ 月 ２ ８ 日 付 け 農 第

２ ３ ４ 号 に よ り 、 関 市 長 か ら 意 見 を 求 め ら れ た も の で す 。  

内 容 に つ き ま し て は 、 農 業 経 営 基 盤 の 強 化 の 促 進 に 関 す る 基 本 的 な 構 想 （ 案 ）

と 記 載 さ れ て い る 冊 子 で ご ざ い ま す 。  

そ れ で は 、 内 容 に つ き ま し て 、 担 当 の 農 林 課  加 藤 か ら ご 説 明 さ せ て い た だ き

ま す 。  

 

〇 農 林 課 課 長 補 佐 （ 加 藤  大 吾  君 ）  

農 業 経 営 基 盤 の 強 化 の 促 進 に 関 す る 基 本 的 な 構 想 、以 下 基 本 構 想 と 呼 ば せ て い た

だ き ま す が 、ご 説 明 さ せ て い た だ き ま す 。関 市 に お い て 、効 率 的 か つ 安 定 的 な 農

業 経 営 へ の 改 善 を 計 画 的 に 進 め よ う と す る 、農 業 者 に 対 す る 農 用 地 の 集 積 、経 営

管 理 の 合 理 化 、 そ の 他 基 本 的 な 方 向 性 や 指 標 を 示 し た も の で ご ざ い ま す 。  

難 し い 表 現 に な り ま す が 、専 業 農 家 が 持 続 可 能 な 営 農 し て い く た め の 目 標 で ご ざ

い ま す 。な お 、岐 阜 県 に お い て も 、「 農 業 経 営 基 盤 の 強 化 の 促 進 に 関 す る 基 本 方

針 」、以 下 基 本 方 針 と 呼 び ま す が 、そ れ を 定 め て お り 、市 の 基 本 構 想 は こ れ に 即

し た 内 容 と す る こ と が 規 定 さ れ て お り ま す 。 ま た 、 基 本 構 想 の 作 成 に つ い て は 、

農 業 関 係 者 の 意 見 を 反 映 し 、農 業 委 員 会 及 び 農 協 に 意 見 聴 取 を し な け れ ば な り ま

せ ん 。  

 

続 き ま し て 、基 本 構 想 の 見 直 し の 経 緯 に つ い て ご 説 明 し ま す 。農 業 経 営 基 盤 強 化

促 進 法 に つ き ま し て 、令 和 ５ 年 ４ 月 １ 日 改 正 に 伴 う 、地 域 計 画 の 策 定 に よ る 変 更

に な り ま す 。地 域 計 画 に つ い て ご 説 明 し ま す 。本 日 お 配 り し ま し た 、資 料 の「 農

林 水 産 省 Ｈ Ｐ 抜 粋 」を ご 覧 く だ さ い 。人・農 地 プ ラ ン か ら 地 域 計 画 と い う こ と で 、

こ れ ま で 、地 域 で の 話 し 合 い に よ り 、人・農 地 プ ラ ン を 作 成・実 行 し て き ま し た

が 、今 後 、高 齢 化 や 人 口 減 少 の 本 格 化 に よ り 、農 業 者 の 減 少 や 耕 作 放 棄 地 が 拡 大

し 、地 域 の 農 業 が 適 切 に 利 用 で き な く な る こ と が 懸 念 さ れ る 中 、農 地 が 利 用 さ れ

や す く な る よ う 、農 地 の 集 約 化 等 に 向 け た 取 り 組 み を 加 速 す る こ と が 、喫 緊 の 課

題 と い う こ と で す 。  

①  人 ・ 農 地 プ ラ ン を 法 定 化 し 、 地 域 で の 話 し 合 い に よ り 目 指 す べ き 将 来 の 農 地

利 用 の 姿 を 明 確 化 す る 地 域 計 画 を 定 め る 。  

②  地 域 内 外 か ら 農 地 の 受 け 手 を 幅 広 く 確 保 し つ つ 、 農 地 バ ン ク を 活 用 し た 農 地

の 集 約 化 等 を 集 め る た め 、 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 法 等 の 改 正 法 が 令 和 ５ 年 ４

月 １ 日 に 設 立 さ れ た  と い う こ と で す 。  

そ の 下 で す が 、今 ま で は 、人・農 地 プ ラ ン と い う こ と で 、関 市 で も １ ３ プ ラ ン ほ

ど あ り ま す 。こ れ ら は 地 域 農 業 の 将 来 の あ り 方 が 明 記 し て あ り ま す 。そ の 右 で す

が 、今 回 策 定 す る も の が 地 域 計 画 で 、令 和 ７ 年 ３ 月 ま で に 策 定 す る こ と に な っ て

い ま す 。今 ま で の 違 い と し て は 、目 標 地 図 と い う も の を 策 定 す る こ と に な っ て い

ま す 。  

 

基 本 構 想 の 見 直 し の 概 要 に つ い て ご 説 明 し ま す 。  

１ ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。市 面 積 4 7 , 23 3 h a に 占 め る 農 地 面 積 2 , 4 0 0 h a で 約 5 . 1％ 、



山 林 が 3 8 , 2 1 3 ha で 8 0 .9％ を 占 め て い る 、と い う 部 分 を 修 正 し て お り ま す 。市 の

面 積 の 修 正 に つ い て は 、国 土 交 通 省 地 理 院 の 計 測 方 法 が 変 わ っ て お り 、そ れ に 伴

い 修 正 さ せ て い た だ い て お り ま す 。  

 

続 き ま し て 、 9 ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。  

菌 床 し い た け （ 基 幹 １ 名 、 補 助 ２ 名 ） 目 標 ２ 戸  

菌 床 し い た け ブ ロ ッ ク 数  1 , 0 0 0菌 床  

年 間 菌 床 ブ ロ ッ ク 数 1 0 ,0 0 0菌 床  

資 本 装 備 ： 菌 床 し い た け ハ ウ ス 2棟  荷 造 り 小 屋 1式  

と い う と こ ろ で ご ざ い ま す 。 こ ち ら に つ い て は 、 令 和 5年 度 か ら 新 規 就 農 を す る  

方 が み え た た め 、 入 れ さ せ て も ら っ て い ま す 。  

 

15ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。 第 ３ 、 第 ２ 及 び 第 ２ の ２ に 掲 げ る 事 項 の ほ か 、 農 業  

を 担 う 者 の 確 保 及 び 育 成 に 関 す る 事 項 に な り ま す 。 １ 番 の 農 業 を 担 う 者 の 確 保  

及 び 育 成 の 考 え 方 に つ き ま し て は 、 認 定 農 業 者 な ど の 地 域 農 業 に 中 心 を 担 う 経  

営 体 に も 農 業 を 担 う 者 と し て 地 域 計 画 に 位 置 づ け る た め 、 明 記 し て い ま す 。  

２ 番 の 農 業 を 担 う 者 の 確 保 ・ 育 成 に 向 け た 取 り 組 み に つ き ま し て は 、 ２ 段 目 の

ア グ リ チ ャ レ ン ジ 支 援 セ ン タ ー の よ う な と こ ろ で 相 談 で き る こ と も あ り ま す

が 、 認 定 新 規 就 農 者 や 経 営 発 展 に 意 欲 的 な 農 業 者 な ど 、 就 農 希 望 者 の 就 農 か ら

定 着 ま で 一 貫 し た 支 援 に 係 る 役 割 を 明 記 し て い ま す 。  

 

１ ７ ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。 地 域 計 画 に つ い て に な り ま す 。 １ 番 の 地 域 計 画 推

進 事 業 に 関 す る 事 項 に つ い て で す が 、 特 に 必 要 な と こ ろ を 説 明 い た し ま す 。

（ 1） 協 議 の 場 の 設 置 方 法 に つ い て で す が 、 ウ  協 議 の 場 の 設 置  （ ア ） 本 市

は 、 協 議 の 場 の 日 時 ・ 場 所 ・ 内 容 等 を 調 整 し な が ら 、 以 下 の （ イ ） の 参 加 者 に

呼 び か け 、 協 議 の 場 を 開 催 す る も の と す る 、 と い う こ と で 、 開 催 の 仕 方 に つ い

て 明 記 し て い ま す 。  

（ 2） 地 域 計 画 の 作 成 に つ い て で す が 、 本 市 は 、 協 議 の 場 の 結 果 を 踏 ま え 、 上 記

ア の 地 域 に い け る 農 業 の 将 来 の あ り 方 や 、 農 用 地 の 効 率 化 か つ 総 合 的 な 利 用 に

関 す る 目 標 等 を 定 め た 地 域 計 画 を 定 め る と し て い ま す 。  

下 段 の ウ 目 標 地 図 の 作 成 に つ い て は 、 農 用 地 の 効 率 的 か つ 総 合 的 な 利 用 に 関 す

る 目 標 と し て 、 地 域 に お い て 農 業 を 担 う 者 ご と に 利 用 す る 農 用 地 を 定 め 、 目 標

地 図 に 表 示 す る 、 と 示 し て お り ま す 。  

（ ３ ） 地 域 計 画 の 変 更 以 降 の 進 め 方 に つ き ま し て は 、 割 愛 さ せ て い た だ き ま

す 。  

説 明 は 以 上 に な り ま す 。 ご 審 議 を よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）  

こ れ よ り 質 疑 を 行 い ま す 。 質 疑 の あ る 方 は ご ざ い ま せ ん か 。  

安 田 委 員 さ ん ど う ぞ 。  

 

〇 １ 番 （ 安 田  美 雄  君 ）  

農 地 面 積 が 変 わ っ た と い う こ と で す が 、 農 家 戸 数 も 面 積 が 変 わ れ ば 変 わ っ て く

る の で は な い で し ょ う か 。  

 

〇 農 林 課 課 長 補 佐 （ 加 藤  大 吾  君 ）  

こ ち ら は 確 認 不 足 の 点 が あ り ま し た の で 、 確 認 し て 修 正 い た し ま す 。  

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）  

よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。 日 置 委 員 ど う ぞ 。  



 

 

 

〇 １ ８ 番 （ 日 置  香   君 ）  

説 明 の 中 で 協 議 の 場 と い う の が あ り ま し た が 、 具 体 的 に は 私 た ち 農 業 者 が 、 意

見 を 反 映 で き る 場 が あ る ん で す か 。  

 

〇 農 林 課 課 長 補 佐 （ 加 藤  大 吾  君 ）  

現 在 、 人 ・ 農 地 プ ラ ン が 作 成 さ れ て お り 、 地 域 ご と で 地 図 を 作 成 す る に あ た っ

て 、 今 後 の 担 い 手 の 方 と 含 め て 、 ど の よ う に 集 積 で き る か を 話 し 合 っ て い た だ

き ま す 。  

 

〇 １ ８ 番 （ 日 置  香   君 ）  

協 議 の 場 と い う 表 現 は 分 か り に く い と 思 い ま す 。 人 ・ 農 地 プ ラ ン と い う の が 行

き 詰 っ て い る か ら 、 名 前 を 変 え て い る の で は な い で す か 。 こ れ か ら の 農 業 を 考

え る と い う な ら 、 協 議 の 場 が あ る と い う こ と で す よ ね 。 名 前 が い か に も 、 再 生

協 議 会 と い う 、 農 業 を 再 生 す る よ う で す が 、 具 体 的 に こ れ か ら の 将 来 を 考 え

る 、 農 業 の 問 題 点 を 話 し 合 う 場 で は な い の で す ね 。 そ う い っ た 場 を 設 け る の か

な と 思 い 、 意 見 し た の で す が 、 も う 少 し 分 か り や す く 計 画 し な い と 、 も う 駄 目

に な っ て し ま う 農 業 の 地 域 が い っ ぱ い あ り ま す 。 こ れ を 見 て い る と 、 一 番 大 量

に 農 業 に 携 わ る よ う な 事 業 者 を 主 体 に 考 え て い る よ う で す 。 そ れ 以 外 の 農 地 を

持 っ て い る と こ ろ に つ い て 、 ど こ か 考 え る と こ ろ が あ る か と 思 い ま し た が 、 そ

の よ う な 記 述 は な い よ う で し た 。 そ う い っ た こ と を 協 議 す る 場 と い う の は 、 今

後 な い の で し ょ う か 。 人 ・ 農 地 プ ラ ン を 今 ま で 続 け て き て 、 ど う し て も 策 定 で

き な い 地 域 は あ り ま す 。 人 が い な い の で 。 や ろ う に も ど う し よ う も な い 。 最 低

限 、 鳥 獣 害 を 防 ぎ 、 １ ０ 年 、 ２ ０ 年 の 計 画 で も 立 て て あ れ ば 、 希 望 は 持 て ま す

が 。 内 容 を 見 て み ま す と 、 新 規 農 業 者 の 受 け 入 れ 態 勢 を 考 え た プ ラ ン と あ り ま

す が 、 そ の よ う な こ と で は 難 し い と 思 い ま す 。 放 っ て お い て も 移 住 者 が 来 る 地

域 も あ り ま す し 、 な い と こ ろ を 放 っ て お い て 、 こ れ か ら ど ん ど ん 潰 れ て い く 地

域 を 見 過 ご し て い く 、 そ の よ う な 農 業 政 策 と し か 思 え ま せ ん 。 考 え る な ら 、 そ

の よ う な こ と も 盛 り 込 ん で ほ し い で す 。 国 や 県 か ら 流 れ て き た も の を 、 横 流 し

に す る だ け で は ダ メ だ と 思 い ま す 。 明 日 の な い 農 業 で す か ら 、 そ の あ た り を も

う 少 し 考 え て ほ し い で す 。 以 上 で す 。  

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。 今 の 意 見 に つ い て 、 事 務 局 、 お 願 い し ま す 。  

確 か に 、 中 山 間 は 日 置 さ ん が 言 わ れ た よ う に 、 大 き な 問 題 を 抱 え て い る の は 、

事 実 で す 。 今 回 の 地 域 計 画 に つ い て は 、 人 ・ 農 地 プ ラ ン か ら 地 域 計 画 へ 移 っ て

い く 中 で 、 中 山 間 の 課 題 に つ い て は 盛 り 込 ん で い な い の で は な い か 、 と い う こ

と で し た が 、 そ れ に 対 し て 事 務 局 、 お 願 い し ま す 。  

 

〇 農 林 課 課 長 補 佐 （ 加 藤  大 吾  君 ）  

貴 重 な ご 意 見 、 あ り が と う ご ざ い ま す 。 地 域 の 課 題 と し て 捉 え 、 地 域 の 協 議 の

場 で 言 っ て い た だ け る と 、 ど う し て い く か と い う こ と を 検 討 し て い け る か と 思

い ま す の で 、 地 域 で お 話 し て い た だ け れ ば と 思 い ま す 。  

 

〇 １ ８ 番 （ 日 置  香  君 ）  

付 け 加 え て 申 し 訳 な い で す が 、 地 域 ご と で 推 進 す る 取 り 組 み と あ り ま す ね 。 関

地 区 と そ の 他 の 地 区 と あ り ま す ね 。 そ の 他 の 地 区 で す が 、 新 規 就 農 政 策 を 重 点

的 に 進 め て い く 地 区 、 特 色 あ る 農 作 物 、 栽 培 技 術 の 研 修 、 講 師 を 招 い て の 実 践

的 な 講 義 の 実 施 、 大 学 、 農 業 試 験 場 と 連 携 し て 加 工 品 の 開 発 。 こ こ に 加 え て あ

る の は 、 農 協 、 撤 退 し て い な い 。 関 市 農 業 再 生 協 議 会 は そ の よ う な こ と を す る



と こ ろ で は あ り ま せ ん 。 栽 培 技 術 の 指 導 は 必 要 な こ と で す が 、 せ め て こ こ に 農

協 と か 役 に 立 つ 働 き を し て く れ る と こ ろ は な い ん で す か 。 関 市 に 頼 る し か な い

ん で す ね 。  

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）  

た だ 今 の ご 意 見 を 十 分 ご 理 解 し た 上 で 、 現 場 に こ れ か ら 入 っ て い き ま す 。 今 言

わ れ た 課 題 と い う の は 、 中 山 間 で は 特 に そ う い っ た 意 見 が 出 て く る と 思 い ま

す 。 そ れ を 踏 ま え て 、 現 場 を 見 て い た だ け れ ば と 思 い ま す 。 そ の ほ か は ご ざ い

ま す で し ょ う か 。  

 

（  無  し  ）  

 

そ う し ま し た ら 、 た だ 今 の ご 意 見 に つ い て は 、 現 場 に 入 る 際 も 、 そ れ を 踏 ま え

て い た だ け る と い う こ と で す 。 そ し て 、 今 回 の 内 容 に つ い て 、 こ れ を 進 達 す る

こ と に な り ま す 。 質 疑 等 も な い よ う で す の で 、 議 案 第 ５ 号 に つ い て 、 意 見 な し

と し て 進 達 し て よ ろ し い で し ょ う か 。 意 義 の な い 方 は 挙 手 願 い ま す 。  

 

全 会 一 致 と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 ５ 号  農 業 経 営 基 盤 の 強 化 の 促 進 に 関 す る 基 本 的 な 構 想 （ 案 ）

に か か る 意 見 に つ い て は 「 意 見 無 し 」 と 回 答 す る こ と に 決 し ま し た 。  

 

以 上 を も ち ま し て 、 本 日 の 議 案 の 審 議 は す べ て 終 了 い た し ま し た 。  

そ の 他 に つ い て 、 事 務 局 の 説 明 を 求 め ま す 。  

 

○ 農 業 委 員 会 事 務 局 長 （ 山 岡  透  君 ）  

農 業 者 年 金 加 入 推 進 部 長 に 関 し て の お 願 い に な り ま す 。  

岐 阜 県 農 業 会 議 か ら の 依 頼 に な る の で す が 、農 業 者 年 金 加 入 推 進 の 指 導 的 な 役 割

を 担 っ て い た だ く 、農 業 者 年 金 加 入 推 進 部 長 を 農 業 委 員 会 か ら 、５ 名 推 薦 し て い

た だ き た い と い う も の に な り ま す 。  

推 進 部 長 の 具 体 的 な 活 動 内 容 と し ま し て は 、研 修 会 の 参 加 、農 業 者 へ の 加 入 Ｐ Ｒ 、

な ど が 主 に な っ て き ま す 。  

こ の 場 を お 借 り し て 、農 業 者 年 金 加 入 推 進 部 長 ５ 名 を 選 出 し て い た だ き の で す が 、

ご 異 議 ご ざ い ま せ ん か 。  

 

（ 異 議 な し ）  

 

あ り が と う ご ざ い ま す 。  

そ れ で は 、農 業 者 年 金 加 入 推 進 部 長 の 選 出 の 方 法 に つ き ま し て 、お 諮 り 致 し ま す 。 

選 出 方 法 に つ き ま し て は 、会 長 に お い て 指 名 す る こ と に し た い と 思 い ま す が 、こ

れ に ご 異 議 ご ざ い ま せ ん か 。  

 

（ 異 議 な し ）  

 

ご 異 議 無 い よ う で す の で 、農 業 者 年 金 加 入 推 進 部 長 に つ い て 会 長 よ り 、ご 指 名 い

た だ き ま す よ う お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）  

そ れ で は 、 農 業 者 年 金 加 入 推 進 部 長 に つ い て 、 私 か ら 指 名 さ せ て い た だ き ま す 。 

森  種 生  委 員 、長 尾  始  委 員 、山 田  達 史  委 員 、田 下  喜 代  委 員 そ し て

私 の ５ 名 を 指 名 い た し ま す 。  



 

 

た だ い ま 、指 名 し ま し た 方 々 を 、そ れ ぞ れ 農 業 者 年 金 加 入 推 進 部 長 と す る こ と に 、

ご 異 議 ご ざ い ま せ ん か 。  

 

（ 異 議 な し ）  

 

そ れ で は 、農 業 者 年 金 加 入 推 進 部 長 に つ き ま し て は 、只 今 ご 指 名 し ま し た 方 々 と

い た し ま す 。  

 

そ の 他 に つ い て 、 事 務 局 の 説 明 を 求 め ま す 。  

 

〇 議 長 （ 丹 羽  英 治  君 ）  

議 長 よ り ご 指 名 の 委 員 さ ん に つ き ま し て は 、総 会 終 了 後 、少 し 打 ち 合 わ せ を 行 い

た い の で 、 会 議 室 前 方 に お 集 ま り く だ さ い 。  

次 回 の 農 業 委 員 会 総 会 は 、 令 和 ５ 年 １ ０ 月 ６ 日 （ 金 ）  午 前 ９ 時 ３ ０ 分  

よ り 関 市 役 所  ６ 階  大 会 議 室 を 予 定 し て お り ま す 。  

 

〇 １ ７ 番 （ 山 田  達 史  君 ）        

（  挨 拶  ）  

午前１１時００分閉会 

本日の議会の顛末を記録し、相違ないことを証するためここに署名する。  

 

議 長   
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７番    
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８番    
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